












メリカで盛んに研究が行われるようになった。   
動体視力には左右に動く視標を識別する Dynamic 
Visual Acuity(DVA)と前方から直線的に接近する視標を








【方法】対象は、大学生 46 名 92 眼（平均年齢 19.87 ± 



















【結果】優位眼側は、右眼が 38 名、左眼が 8 名であった。
他覚的屈折値は、等価球面度数で、優位眼－2.15 ± 2.03 D、
非優位眼では、－2.03 ± 1.96 D であった。静止視力は、
両眼 0.04 ± 0.17 logMAR、非優位眼 0.10 ± 0.17 logMAR 、
優位眼 0.14 ± 0.16 logMAR であった。静止視力は、優位
眼よりも両眼で有意に向上した（一元配置分散分析，p＜
0.0019）。動体視力は、両眼 0.49 ± 0.30 logMAR、優位
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